
第２９３７回例会 令和元年１２月１８日(水) 

2019-2020 年度 国際ロータリーのテーマ 

    
 
 
 
 
 

●会長 伊藤 正幸 
●幹事 黒田 泰弘 
●会場監督(SAA) 永坂 誠司 

■例会日  毎週水曜日 12:30  ■例会場  碧南商工会議所ホール 

■事務局  碧南商工会議所内   〒447-8501 愛知県碧南市源氏神明町 90 
      TEL<0566>41-1100  FAX<0566>48-1100 
      ホームページ：http://www.hekinan-rc.jp 
      E-mail:info@hekinan-rc.jp 

■会報委員 鈴木きよみ・林 俊行・平松則行・石川鋼勇 

 
●斉  唱 
 

ロータリーソング「今日も楽し」 

 
●本日のお弁当 
 
 小伴天 
 
●本日のお客様 
 
 ㈱マエダモールド 代表取締役 前田茂臣様 
 
●本日の卓上花 
 
 スプレーバラ、カスミソウ 
   

会 長 挨 拶  
 

皆さん、こんにちは。寒暖が激しくなっており、変化に合わ

せるのに体力を消耗してしまう気候が続いております。本日も

ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 先週はゴルフ同好会の年末例会が開催されまして、私は杉浦

勝典さんと鈴木並生さんと岡本エレクトと同伴させていただき、

楽しくラウンドを回らせていただきました。ゴルフ幹事の皆様、どうもありがとうございま

した。そして、鈴木並生さんが優勝されまして、同伴者として嬉しい限りでございます。ど

うもおめでとうございます。 

 さて、今年も残すところ今週末の家族会のみとなりました。今年はアメリカと中国の貿易

戦争、消費税増税、大雨・台風による被害、沖縄の首里城の焼失など、ネガティブな出来事

しか思い出せない訳でございますけれども、今年の流行語は「ONE TEAM」、今年の漢字は

「令」でございました。5 月に天皇陛下が即位されまして、元号が令和に改元され、即位礼正

殿の儀の当日は都内にくっきりと虹がかかりました。 

伊藤正幸会長 



 スポーツ界は若い方の活躍で盛り上がりを見せまして、ラグビー日本代表の勇姿が今も鮮

明に記憶に残っております。そして、渋野日向子選手の活躍がゴルフ界に新風を吹き込んだ

と思います。大坂なおみ選手の世界ランク 1 位、八村塁選手の日本人初の NBA ドラフト 1

巡目指名、スキージャンプの個人総合優勝の小林選手、サニブラウン選手の 100 m 9 秒 97

の日本記録、若い方々の活躍が未来への希望をつないでいるというふうに思っております。 

 我が碧南 RC におきましても、60 年の歴史を紡ぎまして、新たな元号「令和」と共に 61

周年を迎え、本年度の地区方針にもありますように更なる発展と成長が使命とされるところ

でございます。先日、「サワコの朝」に元ラグビー日本代表主将の廣瀬俊朗さんが出演されて

おりまして、「ラグビーはそれぞれのポジションに個性があって、様々な性格の人に最適のポ

ジションが当てはまるから自分の個性を消すことなく、自信を持って自己肯定感を充実させ

られる。そして、そのことが他のチームメイトとの信頼関係を増して、お互いを尊敬できる。」

というふうにお話をされておりました。正にロータリークラブの原点もここにあるんじゃな

いかなというふうに私は感じた次第でございます。1 業種 1 人、そして、様々な個性や性格

を持つ人々が共に集い、お互いを尊重してお互いが師となり、そして、輩となって奉仕の心

を学び、自己研鑽をすること。この 6 ヶ月間、各委員会の皆様におかれましては、それぞれ

の年度事業計画に則り、しっかりと事業を進めていただいております。委員会毎にご尽力い

ただいている委員長さんには心より感謝を申し上げる次第でございます。特に米山奨学・ロ

ータリー財団寄付につきましては、碧南 RC の伝統で、地区内で常に上位を保つ実績を積み

上げております。会員の皆様、そして、委員会の皆様には感謝申し上げまして、さらに今年

度ガバナー賞に向けて米山記念奨学委員会の皆様には高いハードルをお願いしております。

今後も引き続きよろしくお願い致します。 

 さて、本日の卓話の講師は株式会社マエダモールド代表取締役の前田茂臣様でございます。

遥々お越しいただきまして、ありがとうございます。失った乳房を補う人工乳房を患者さん

に合うように本物そっくりに作り上げまして、新たな人生を目指す強力なサポートをしてい

らっしゃるということでございます。正に奉仕の精神で患者さん一人ひとりに寄り添ったオ

ーダーメイドの高度で繊細な作業の積み重ねであろうかと存じます。私は職業柄、石膏やシ

ートなどを扱っておりますので、楽しみにしております。どうぞよろしくお願い致します。 

 今週の土曜日は家族会でございます。何かと気忙しい年の瀬でございますけれども、会員

の皆様にはお体に気をつけていただきまして、新しい年を迎える準備をしていただきますこ

とをお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

 本日もどうぞよろしくお願い致します。 

 
 

  幹 事 報 告  
 

 幹事報告をさせて頂きます。 

・ 例会変更等は幹事報告書の通りでございます。 

・ 本日、小伴天様よりお歳暮をいただきました。どうもあり

がとうございました。 
黒田泰弘幹事 



・ 首里城火災の義援金を集めさせていただきまして、35,000 円を寄付しましたことをご報告

申し上げます。 

・ 年末年始の予定ですけれども、今週の土曜日の衣浦グランドホテルでの家族会が年内最後

になります。次週の 25 日は振替休会とさせていただきますので、よろしくお願い致しま

す。新年の 1 月 1 日は休会となっております。新年最初の例会は 1 月 8 日になりますので、

お間違いのないようにお願い致します。 

・ 1 月 8 日の例会終了後に第 7 回理事会を開催致しますので、関係のメンバーの方はよろし

くお願い申し上げます。 
 
 

  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励ニコボックス委員会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコボックス＞ 

鈴木 並生君  １２月ゴルフ例会にて運よく優勝できました。皆様に感謝。 

梶川 光宏君  本日の卓話講師を務めて下さいます、㈱マエダモールド 代表取締役 前田

茂臣様を紹介させて頂きます。 
 
 

卓 話  
 

「人工乳房で微笑みを ～常滑焼「型」職人の挑戦～」 

㈱マエダモールド 代表取締役 前田茂臣様 

 

 今日はこのような会にお招きいただきまして、ありがとうご

ざいました。株式会社マエダモールドの前田と申します。私た

ちが作っている人工乳房というのは、少し前からテレビで取り上げていただけるようになり

まして、見た方もいらっしゃるかもしれないんですけれども、皆様のような碧南を代表する

方の前でお話しさせていただくのは、本当に恥ずかしいことですが、精一杯お話しさせてい

ただきます。よろしくお願い致します。 

 「人工乳房で微笑みを」という少し硬いタイトルなんですけれども、ちゃんとやらないと

いけない部分とお客様に寄り添うというやさしさ、そういう 2 つを大事にしてこの事業を行

っております。 

 ご存知だと思いますけれども、常滑市は六古窯の 1 つということで、日本最古の焼き物の

産地で知られております。マエダモールドというのは、焼き物自体を作る会社ではなくて、

 総会員数 66 名 (内出席免除者 15 名の内出席者 9 名) 出席者 54 名 

 出席対象者 54／60 名 

  出 席 率    90.00％ 

 欠席者 12 名（病欠者 0 名） 

前田茂臣様 



焼き物を作るための型を作っている会社です。創業者は私の父方の祖父なんですけれども、

母方の祖父は焼き物を作る仕事をやっておりました。この写真の登窯というのは明治 20 年に

作られまして、昭和 47 年ぐらいまで使われていたんですけれども、この登窯で私の祖父も働

いて、焼き物を作っておりました。 

 石膏型から主に急須や衛生陶器などを作っております。また、エコカラットという壁のタ

イルの意匠面なども作っております。石膏型を作る技術というのが結構高度でありまして、

先程のご紹介で私も現場で 3 年間修行したという話がありましたけれども、実際やってみる

と凄く難しくて、3 年間ではとてもマスターできなかったです。現工場長は私と同じ 46 歳な

んですけれども、彼の技術があまりにも凄すぎて、私がこのままやってもとても型は作れな

いなと思いまして、私は別の作り方の方に進みました。この技術なんですけれども、焼き物

だけで活かそうとすると将来的に心配な面がありました。常滑市の陶器産業の推移なんです

けれども、1995 年に比べて 2010 年は 3 分の 1 ぐらいになっておりまして、焼き物の型作り

の高い技術があったとしても、このままでは仕事がなくなってしまうんじゃないかという不

安な気持ちになりまして、焼き物以外でどんな仕事ができるかを考えた時に 1 つ思い付いた

のがエピテーゼでした。エピテーゼというのは、人の体の怪我や病気で失った部分を補うも

ののことを言うんですけれども、こういうものが石膏型から作れることを知りまして、エピ

テーゼを作るための型作りの研究を 2009 年から始めました。2011 年に人工ボディ事業部を

設立したんですけれども、この 3 年間が凄く重要で、考え方がガラッと変わりました。研究

を始めた当初というのは、型を作ろうとしていたんですけれども、あるきっかけで乳がん患

者さんがエピテーゼを作るんだったら人工乳房を作れないかというような話がありまして、

それでどういう型が良いのかということを女性相手なので私の家内が患者さんとお話しする

中で、最初はかなり落ち込んでいらっしゃったのですが、何回かお話しする内に段々と元気

になっていく姿を見て、型だけじゃなくて実際にお客様と接したい、お客様に直接提供でき

るものを作りたい、お客様に喜んでいただきたいと思い、それには家内の力が必要だと思い

ました。もしかしたら家内にとってこの仕事が天職になるんじゃないかなという直感が働き

まして、人工ボディ事業部の事業部長として家内が進めることになりました。 

 ここからは言葉で説明するのが難しいので、テレビ番組を見ていただきたいと思います。

ありがとうございました。放送では工場長と家内の 2 人が取り上げられており、私が出てこ

なかったので、私が何をやっているのかをご紹介させていただこうかなと思います。先程の

患者さんは病院の先生から私たちのことを教えていただいたということだったんですけれど

も、やっぱり私たちがこういうことをやっているのを患者さんが知っていただくのは病院だ

と思いますので、病院の先生方や看護師さんに知っていただくためには足を運んで説明しな

くてはいけないということで、私がその役目を担っております。 

 最後になりますが、今見ていただいたものはニュース番組の中の特集で、15 分ぐらいのも

のなのですが、今まで私たちのドキュメンタリー番組を 3 回、名古屋テレビさんに作ってい

ただいております。卓話に入る前にご紹介していただきました ABU 賞を受賞した 1 時間番

組が今年の 12 月 30 日の午前 9 時から BS 朝日で全国放送されることになりましたので、是

非ご覧いただけると嬉しいです。これで終わらせていただきます。 



 ありがとうございました。 

 

 

 

次回例会案内 
 

令和２年１月１５日（水）定款第８条第１節Ｃによる休会 

令和２年１月２２日（水）１２：３０～ 明石公園 管理棟２階ホール 

職場例会「公共施設の指定管理者制度について」 

碧南コンセッションＧＭ 梶野文哉氏 

明石公園 園長 黒柳 健氏 


